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国土交通省政策評価基本計画（平成２４年９月７日改正）に基づき、平成２５年度にお

ける政策アセスメント（事業評価方式）、政策チェックアップ（実績評価方式）、政策レビ

ュー（総合評価方式）、個別公共事業の評価（事業評価方式）、個別研究開発課題の評価（事

業評価方式）、規制の事前評価（ＲＩＡ）（事業評価方式）及び租税特別措置等に係る政策

評価（事業評価方式）の結果の政策への反映状況について取りまとめた。それぞれの評価

結果の政策への反映状況についての概要は、以下のとおりである。 

今後とも、政策評価の結果を、予算要求、法令等による制度の新設・改廃等の企画立案

作業における重要な情報として適切に反映していく。 

 

１）政策アセスメント（事業評価方式） 

平成２６年度予算概算要求等に係るものを中心とする３６件の新規施策について政策

アセスメントを実施し、その結果を「平成２６年度予算概算要求等に係る政策アセスメン

ト結果（事前評価書）」として平成２５年８月２７日に公表した。 

また、平成２５年８月に作成した評価書に必要な修正等を行い、「平成２５年度政策ア

セスメント結果評価書」として平成２６年３月３１日に公表した。 

評価結果の政策への反映状況は、別添１のとおりである。 

 
２）政策チェックアップ（実績評価方式） 

平成２４年度の業績測定として、１３の政策目標と１８１の業績指標を対象に４４の施

策目標（中見出し）で構成される評価書を取りまとめ、平成２５年８月３０日に公表した。 

評価結果の政策への反映状況は、別添２のとおりである。 

 

 
３）政策レビュー（総合評価方式） 

平成２５年度に３テーマについて評価書を取りまとめ、平成２６年３月２８日に公表し

た。 

評価結果の政策への反映状況は、別添３のとおりである。 

 

 



 

４）個別公共事業の評価 

平成２６年度予算等に向け、直轄事業等の新規事業採択時評価及び再評価について、「個

別公共事業の評価書－平成２５年度－」として平成２６年２月３日に、「個別公共事業の評

価書（その２）－平成２５年度－」として平成２６年３月２０日にそれぞれ公表した。ま

た、補助事業等の新規事業採択時評価、再評価、直轄事業等及び補助事業等の完了後の事

後評価について、「個別公共事業の評価書（その３）－平成２５年度－」として平成２６年

３月２８日に公表した。 

個別箇所で予算内示される事業に係るものについては、平成２５年８月２７日及び平成

２５年１２月２４日に「平成２６年度予算概算要求に係る個別公共事業評価書」として公

表し、評価結果を平成２６年度予算概算要求に反映させた。 

平成 25 年度補正予算に係るものについては、「個別公共事業の評価書－平成２５年度－」

として平成２６年２月３日に、「平成 25 年度補正予算に係る個別公共事業の評価書」とし

て平成２６年２月６日にそれぞれ公表した。 

評価結果の政策への反映状況は、別添４のとおりである。 

 

５）個別研究開発課題の評価 

新規課題として開始しようとする個別研究開発課題について事前評価を、研究期間が終

了した個別研究開発課題を対象として終了時評価を実施し、平成２６年３月２８日に、「個

別研究開発課題評価書－平成２５年度－」として公表した。 

平成２６年度予算概算要求時点で内容が明らかになる新規の個別研究開発課題については、

平成２５年８月２７日に「平成２６年度予算概算要求等に係る個別研究開発課題評価書」

として公表した。 

評価結果の政策への反映状況は、別添５のとおりである。 

 

６）規制の事前評価（ＲＩＡ）（事業評価方式） 

規制の新設又は改廃（３９件）に係る政策を対象として評価を実施し、その結果を随時

「規制の事前評価書」として公表した。 

評価結果の政策への反映状況は、別添６のとおりである。 

 

７）租税特別措置等に係る政策評価（事業評価方式） 

租税特別措置等に係る政策を対象として評価を実施し、平成２５年８月３０日に「租税

特別措置等に係る政策の評価書」として公表した。 

評価結果の政策への反映状況は、別添７のとおりである。 



 

 

（１）政策アセスメント（事業評価方式） 
①政策アセスメントを実施した施策〈26年度予算概算要求時〉 
平成26年度予算概算要求に当たり、予算概算要求等に係るものを中心とする36の施策を対象と

して政策アセスメント（事業評価方式）を実施し、その結果を平成25年８月27日に「平成26年度
予算概算要求等に係る政策アセスメント結果（事前評価書）」として公表。 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

政策目標１.少子・高齢化等に対応した住生活の安定の確保及び向上の促進 

１ 
長期優良化リフォーム推
進事業の創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 6,478 百万円） 

政策目標２．良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現 

２ 
民間活力イノベーション
推進下水道事業の創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 910 百万円） 

政策目標４．水害等災害による被害の軽減 

３ 
緊急地震速報・津波観測情
報の高度化 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 1,162 百万円） 

４ 
地下街防災推進事業の創
設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 2,000 百万円） 

５ 
みどりの防災・減災対策推
進事業の創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 100 百万円） 

６ 
下水道老朽管の緊急改築
推進事業 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 防災・安全交付金の内数） 

７ 
災害対策等緊急事業推進
費の制度拡充 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 26,110 百万円） 

８ 緑の防災・減災の推進 
予算概算要求を行った。 
（概算要求額 社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金の内数） 

政策目標５．安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保 

９ 
地下鉄の戦略的な維持管
理・更新の推進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 4,000 百万円） 

10 
本州四国連絡橋（本四備讃
線）の耐震補強事業 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 4,799 百万円） 

11 
鉄道施設の戦略的な維持
管理・更新の推進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 1,008 百万円） 

12 
コンビナート港湾の強靱
化の推進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 200 百万円） 

政策目標６．国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化 

13 

港を核とした国際コンテ
ナ物流網の強化（国際コン
テナ戦略港湾政策の深化
と加速） 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 3,384 百万円） 

14 
戦略的訪日拡大プランの
推進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 2,006 百万円） 

15 
観光地ビジネス創出の総
合支援 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 600 百万円） 

16 
地方航空路線活性化プロ
グラムの創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 500 百万円） 

政策目標７．都市再生・地域再生の推進 

17 
国際的ビジネス環境等改
善・シティセールス支援事
業の創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 800 百万円） 

18 
都市機能立地支援事業の
創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 4,000 百万円） 

政策目標８．都市・地域交通等の快適性、利便性の向上 

19 
旅客自動車運送事業等に
おける訪日外国人旅行者
の利用促進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 27 百万円） 

政策目標９．市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護 

20 
社会資本情報のプラット
フォーム構築 

予算概算要求、定員要求を行った。 
（概算要求額 160 百万円） 

別添１ 



 

 

（定員要求１名） 

21 
電気通信施設の長寿命化
対策の検討 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 20 百万円） 

22 
老朽化対策に資する新た
な点検・診断技術の開発・
導入等 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 42 百万円） 

23 
モニタリング技術の開
発・活用検討 

予算概算要求、定員要求を行った。 
（概算要求額 30 百万円） 
（定員要求１名） 

24 
メンテナンス技術の確
立・育成 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 30 百万円） 

25 インフラ長寿命化の推進 

予算概算要求、機構要求、定員要求を行った。 
（概算要求額 30 百万円） 
（社会資本整備戦略推進官の要求） 
（定員要求１名） 

26 
次世代社会インフラ用ロ
ボット開発・導入の推進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 330 百万円） 

27 
ヘルスケアリート等の活
用に向けた環境整備 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 70 百万円） 

28 
多様な入札契約方式等の
導入・活用の推進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 250 百万円） 

29 
海洋産業の戦略的育成の
ための総合対策 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 2,004 百万円） 

30 
新たなエネルギー輸送ル
ートの海上輸送体制の確
立 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 740 百万円） 

31 
海洋エネルギーの活用促
進のための安全・環境対策 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 100 百万円） 

政策目標 10．国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備 

32 

新たな地域課題に対応し
た広域連携の推進 
（エンジン都市圏を核と
した周辺都市圏との広域
連携の推進） 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 100 百万円） 

33 

新たな地域課題に対応し
た広域連携の推進 
（地域資源の相互補完を
通じた交流拡大による広
域連携の推進） 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 84 百万円） 

34 
多様な主体による地方部
の地域づくり活動支援体
制構築事業の創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 125 百万円） 

35 
イノベーションをもたら
す地理空間（Ｇ空間）情報
の活用の推進 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 200 百万円） 

36 
奄美群島の振興開発に係
る交付金制度の創設 

予算概算要求を行った。 
（概算要求額 3,049 百万円） 

 
②政策アセスメントを実施した施策〈26 年度予算概算要求時実施分の追加修正等〉 
「平成 26 年度予算概算要求等に係る政策アセスメント結果（事前評価書）」（平成 25 年８月 27

日公表）に、必要な修正及び追加を行い、26 年３月 31 日に「平成 25 年度政策アセスメント結果
評価書」として公表。 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

政策目標４．水害等災害による被害の軽減 

１ 
みどりの防災・減災対策推
進事業の創設 

平成 26 年度予算に反映した。 
 

２ 緑の防災・減災の推進 平成 26 年度予算に反映した。 

政策目標５．安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保 



 

 

３ 
コンビナート港湾の強靱
化の推進 

平成 26 年度予算に反映した。 

政策目標６．国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化 

４ 

港を核とした国際コンテ
ナ物流網の強化（国際コン
テナ戦略港湾政策の深化
と加速） 

平成 26 年度予算に反映した。 

５ 
地方航空路線活性化プロ
グラムの創設 

平成 26 年度予算に反映した。 

政策目標８．都市・地域交通等の快適性、利便性の向上 

６ 
旅客自動車運送事業等に
おける訪日外国人旅行者
の利用促進 

平成 26 年度予算に反映した。 

政策目標９．市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護 

７ 
社会資本情報のプラット
フォーム構築 

平成 26 年度予算に反映した。 

８ 
モニタリング技術の開
発・活用検討 

平成 26 年度予算に反映した。 

９ 
次世代社会インフラ用ロ
ボット開発・導入の推進 

平成 25 年度補正予算に反映した。 

政策目標 10．国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備 

10 

新たな地域課題に対応し
た広域連携の推進 
（エンジン都市圏を核と
した周辺都市圏との広域
連携の推進） 

平成 26 年度予算に反映した。 

11 

新たな地域課題に対応し
た広域連携の推進 
（地域資源の相互補完を
通じた交流拡大による広
域連携の推進） 

平成 26 年度予算に反映した。 

 

  



 

 

（２）政策チェックアップ（実績評価方式） 
所掌する全ての政策について、別表のとおり体系化した上で、毎年度評価を実施。 
「平成 25 年度国土交通省事後評価実施計画」に基づき、44 の施策目標に係る政策を対象とし

て政策チェックアップ（実績評価方式）を実施し、その結果を平成 25 年８月 30 日に「平成 24 年
度政策チェックアップ評価書」として公表。 
 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
居住の安定確保と暮らし
やすい居住環境・良質な住
宅ストックの形成を図る 

【改善・見直し】 
・住生活基本計画（全国計画）に基づき、居住の安定確保と暮らしやす
い居住環境・良質な住宅ストックの形成を図るため、目標達成に寄与す
る事業実施に係る予算要求等を行った。 
・特に、高齢者、障害者、子育て世帯等の多様な世代が交流し、安心・
健康・省エネでバリアフリーにも配慮した「スマートウェルネス住宅」
を実現するため、必要な予算要求等を行った。 
（概算要求額 44,289,000 千円） 

２ 
住宅の取得・賃貸・管理・
修繕が円滑に行われる住
宅市場を整備する 

【改善・見直し】 
・住生活基本計画（全国計画）等に基づき、住宅の取得・賃貸・管理・
修繕が円滑に行われる住宅市場を整備するため、目標達成に寄与する事
務事業実施に係る予算要求等を行った。 
・特に、既存住宅流通・リフォーム市場の更なる活性化を図るため、必
要な予算要求、税制改正要望等を行った。 
（概算要求額 7,889,997 千円） 

３ 
総合的なバリアフリー化
を推進する 

【改善・見直し】 
・地域における重点的、一体的なバリアフリー化を促進するために必要
な予算要求を行った。 
・あわせて、バリアフリー化の促進に関する国民の理解を深め、バリア
フリー化の実施に関する国民の協力を求める「心のバリアフリー」を推
進するために必要な予算要求を行った。 
（概算要求額 43,204 千円） 

４ 

海洋・沿岸域環境や港湾空
間の保全・再生・形成、海
洋廃棄物処理、海洋汚染防
止を推進する 

【引き続き推進】 
・海防法の周知徹底及び海洋汚染防止等の推進してくための予算を要求
した。 
・船舶油濁損害賠償保障法を的確に運用するための予算を要求した。 
・港湾における廃棄物海面処分場の計画的な確保を推進することとし、
必要な予算を要求した。 
（概算要求額 172,162,593 千円の内数） 

５ 
快適な道路環境等を創造
する 

【改善・見直し】 
・評価結果を踏まえ、同時整備方式等の効率的な手法を活用しつつ無電
柱化を推進するため、必要な予算要求を行った。 
・評価結果を踏まえ、次世代自動車の普及を促進するため、必要な予算
要求及び税制の特例措置の要求等を行った。 
（概算要求額 417,774,673 千円の内数） 

６ 
水資源の確保、水源地域活
性化等を推進する 

【引き続き推進】 
安全・安心な水資源の確保を図るため、政策評価結果を踏まえつつ、事
務・事業に係る予算を要求した。 
（概算要求額 12,204,901 千円） 

７ 
良好で緑豊かな都市空間
の形成、歴史的風土の再生
等を推進する 

【引き続き推進】 
評価結果を受けて、引き続き現在の施策を維持していく必要があるた
め、所要額を要求した。 
（概算要求額 20,790,493 千円） 

８ 

良好な水環境・水辺空間の
形成・水と緑のネットワー
クの形成、適正な汚水処理
の確保、下水道資源の循環
を推進する 

【改善・見直し】 
評価結果を受けて、良好な水環境・水辺空間の形成・水と緑のネットワ
ークの形成、適正な汚水処理の確保、下水道資源の循環を一層推進する
ため、消化ガス発電等をテーマとした下水道革新的技術実施事業の成果
を用いてガイドラインを策定および当該施策の必要所要額を要求した。
（概算要求額 48,897,524 千円） 

９ 
地球温暖化防止等の環境
の保全を行う 

【改善・見直し】 
評価結果を受け、低炭素・循環型社会の形成を促進し、国土交通分野に
おける環境負荷の低減をさらに図るために、バイオディーゼル燃料の建

別添２ 



 

 

設現場での適切な使用の検討、住宅・建築物の省エネルギー化、トラッ
クから鉄道コンテナ輸送へのモーダルシフト等の地球温暖化対策を初
めとする環境政策を推進するための予算を要求した。 
（概算要求額 24,282,848 千円） 

10 

自然災害による被害を軽
減するため、気象情報等の
提供及び観測・通信体制を
充実する 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、今後も緊急地震速報、台風中心位置予報の精度向上、
適切な津波警報の発表などに引き続き取り組むほか、土地条件図、都市
圏活断層図等のホームページでの閲覧による防災地理情報の認知度向
上及び防災対策等への利活用促進を引き続き図るとともに、災害時にお
いても危機管理を行っている国土交通省の河川及び道路関係事務所・都
道府県への確実な情報伝達の実現に向け、一定水準の防災情報伝達が可
能な事務所等の増加を着実に推進していくため、所要額を概算要求し
た。 
（概算要求額 23,734,615 千円） 

11 
住宅・市街地の防災性を向
上する 

【改善・見直し】 
大規模地震や気候変動による降雨強度の増加といった災害リスクを踏
まえ、住宅・市街地の脆弱性を軽減させるようなハード・ソフト両面に
渡る諸施策を講じ、総合的な観点から安全で安心して暮らせるまちづく
りを進めるため、所要額を計上した。 
（概算要求額 138,119,000 千円） 

12 
水害・土砂災害の防止・減
災を推進する 

【改善・見直し】 
評価結果を受けて、水害・土砂災害の防止・減災を一層推進するため、
流域貯留浸透事業の交付対象の要件拡充および当該施策の必要所要額
を要求した。 
（概算要求額 1,481,743,455 千円） 

13 
津波・高潮・侵食等による
災害の防止・減災を推進す
る 

【改善・見直し】 
評価結果を受けて、津波・高潮・侵食等による災害の防止・減災対策を
一層推進するため、下水道総合地震対策事業の拡充および当該施策の必
要所要額を要求した。 
（概算要求額 30,477,052 千円） 

14 

公共交通の安全確保・鉄道
の安全性向上、ハイジャッ
ク・航空機テロ防止を推進
する 

【改善・見直し】 
＜予算要求＞ 
公共交通等の安全確保等のための総合的な取組により、全体的に施策目
標の達成に向けた順調な推移を示しており、本施策が施策目標の達成に
有効的かつ効率的に機能していると評価できることから、当該施策のよ
り一層の推進に向け、所要の予算要求等を行った。 
（概算要求額 165,l50,607 千円） 
＜定員要求＞ 
ＬＣＣをはじめとする航空運送事業者や関係事業者に対する監査・監督
体制を強化し、運航等の安全確保を図るため、所要の定員を要求した。
【定員要求：4名（新規 3名 振替増 1名）】 
＜制度改正等＞ 
（１）鉄道 
・首都直下地震又は南海トラフ地震で強い揺れが想定される地域におけ
る１日あたり乗降客数１万人以上の駅を対象に、当該地震に備えた耐震
対策により取得した鉄道施設に係る固定資産税の課税標準を５年間２
／３に軽減した。（平成２５年度及び平成２６年度に実施した耐震対策
により取得した鉄道施設が対象） 
（２）自動車 
・高速・貸切バスの安全・安心回復プランを実施した。 
・事故防止対策支援推進事業（先進安全自動車の導入支援、運行管理の
高度化に対する支援、社内安全教育の実施に対する支援）について、補
助制度を拡充した。 
（３）海事 
・平成２５年度は第１０次船員災害防止基本計画の初年度であり、平成
２５年度船員災害防止実施計画に基づき、①作業時を中心とした死傷災
害防止対策、②海中転落・海難防止による死亡災害防止対策、③漁船に
おける死傷災害対策、④年齢構成を踏まえた死傷災害及び疾病防止対策
を実施した。 



 

 

・家族も参加できる安全講習、船員労働安全衛生月間での家族目線での
スローガンの募集、各船社単位での安全意識の高揚を図るため、船員安
全取組大賞を創設した。 
（４）航空 
・現在実施しているハイジャック・テロ対策を引き続き推進した。 
・航空保安に係る教育訓練について、国際状況を踏まえた内容の充実及
び参加者数を拡大した。 
・ＩＣＡＯ国際保安監査プログラムの結果を踏まえた、航空保安対策を
推進した。 
・ＡＳＥＡＮ及びアジア太平洋地域における航空保安の向上を図るため
の、国際会議を主催した。 

15 
道路交通の安全性を確
保・向上する 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、引き続き、長寿命化修繕計画の策定、歩行空間の確
保など通学路における交通安全対策や効果的・効率的な交通事故対策、
また、道路斜面や盛土等の防災対策や緊急輸送道路等の重要な道路にお
ける橋梁の耐震対策を推進するため、必要な予算要求を行った。 
（概算要求額 1,962,204,000 千円） 

16 
自動車事故の被害者の救
済を図る 

【引き続き推進】 
評価結果等を踏まえ、介護料受給資格者宅への訪問支援の実施頻度を向
上させるための事務コスト等の増加が見込まれるものの、交通事故件数
の減少に伴い、保障金支払い等に必要な経費等の減少が見込まれること
から、対前年度約０．５％減額して概算要求した。 
（概算要求額 16,662,366 千円） 

17 自動車の安全性を高める 

【引き続き推進】 
自動車に係る技術基準の強化等を行い安全性能が向上したこと等によ
り、交通事故による死亡事故件数は近年減少している。 
交通事故被害の軽減に資する衝突被害軽減ブレーキを装着した自動車
に対する補助の実施により、同装置の年間装着台数は目標値を上回り大
幅に増加している。 
今後とも、自動車の安全性を向上させる施策を実施していくこととす
る。 
（概算要求額 5,520,627 千円） 

18 
船舶交通の安全と海上の
治安を確保する 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、引き続き現在の施策を推進していく必要があるた
め、必要所要額を要求した。 
（概算要求額 95,467,494 千円） 

19 

海上物流基盤の強化等総
合的な物流体系整備の推
進、みなとの振興、安定的
な国際海上輸送の確保を
推進する 

【改善・見直し】 
現在、取り組んでいる施策については目標値に到達するよう、引き続き
実施していく。また、経済構造の一層のグローバル化、地球温暖化対策
の必要性の高まり、中長期的な原油価格の上昇、少子高齢化を背景とす
る労働力不足の到来等、物流をとりまく情勢の変化等に対しても適確に
対応していくこととし、以上に必要な経費を要求することとした。 
（概算要求額 451,602,149 千円） 

20 観光立国を推進する 

【改善・見直し】 
政策評価を踏まえ、特に訪日外国人旅行者数拡大に向けたインバウンド
政策の推進のため、ビザ要件の緩和が実施されている東南アジア諸国へ
の集中プロモーションの実施や今後大幅な増加が期待できる市場にお
いて、日本の知名度向上の取組のため、戦略的な訪日拡大プラン（概算
要求額 2,006,074 千円）を新規要求するなど観光立国の推進に必要な経
費を概算要求した。 
（概算要求額 11,305,367 千円） 
＜定員要求＞ 
 観光立国を実現するために必要な事業の重点化を図り、効率的かつ効
果的な施策の実施に必要な人員を要求した。 
 （定員要求２名） 

21 
景観に優れた国土・観光地
づくりを推進する 

【引き続き推進】 
評価結果を受けて、地域のニーズを踏まえつつ、行政だけでなく住民・
事業者等と連携した取組を推進するため、「景観法」の基本理念の普及
啓発や、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」の趣



 

 

旨に沿った制度の的確な運用の支援を図るために必要な経費を要求し
た。 
（概算要求額 601,000 千円） 

22 
国際競争力・地域の自立等
を強化する道路ネットワ
ークを形成する 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、引き続き効率的なネットワーク整備を推進し、首都
圏三環状等の環状道路を供用目標の達成に向けて着実に整備を図るた
め、必要な予算要求を行った。 
（概算要求額 2,131,169,000 千円） 

23 
整備新幹線の整備を推進
する 

【引き続き推進】 
業績指標である「鉄道整備等により５大都市からの鉄道利用所要時間が
新たに３時間以内となる地域の人口数：140 万人（平成 28 年度）」の達
成に向け、整備新幹線の整備を着実に推進していくための所要額を要求
した。 
（概算要求額 85,519,000 千円） 

24 
航空交通ネットワークを
強化する 

【改善・見直し】 
国際競争力の強化、防災・減災対策、地域の活性化に重点化を図り、我
が国における国際競争基盤の強化・拡充を推進するために所要の予算を
要求した。 
（概算要求額 287,312,626 千円） 
＜定員要求＞ 
成田国際空港離陸経路監視システム運用開始に伴い、所要の定員を要求
した。 
【定員要求：2名】 

25 
都市再生・地域再生を推進
する 

【改善・見直し】 
官民共同事業や複数市町村による連携事業への支援強化 
民間都市開発の更なる促進に向けての要件緩和等の施策の実施 等 
の反映状況を踏まえ、所要額を要求した。 
（概算要求額 37,855,253 千円） 

26 
鉄道網を充実・活性化させ
る 

【改善・見直し】 
業績指標の目標値の達成に向け、大都市圏における連絡線の整備や相互
直通化、輸送障害対策、バリアフリー化の推進等の鉄道網の整備を着実
に推進していくための所要額を要求した。 
（概算要求額 21,065,069 千円） 

27 
地域公共交通の維持・活性
化を推進する 

【改善・見直し】 
地域の関係者間の適切な役割分担と合意の下で地域公共交通の充実を
図るための新たな計画の策定に要する経費を補助する制度を創設する
などの見直しを行った上で、所要額を要求した。 
（概算要求額 35,931,817 千円） 

28 
都市・地域における総合交
通戦略を推進する 

【引き続き推進】 
評価結果を受けて、引き続き現在の施策を維持していく必要があるた
め、所要額を要求した。 
（概算要求額 60,000 千円） 

29 
道路交通の円滑化を推進
する 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、引き続き既存道路の拡幅や交差点の立体交差化等の
対策を効果の高い箇所に対し重点化して実施するため、必要な予算要求
を行った。 
評価結果を踏まえ、都市計画道路の整備に向け、引き続き現在の施策を
維持していく必要があるため、必要な予算要求を行った。 
（概算要求額 1,498,827,037 千円） 

30 
社会資本整備・管理等を効
果的に推進する 

【引き続き推進】 
社会資本整備・管理等に係る各種施策の実施状況を適切に把握しなが
ら、社会資本整備・管理等を効率的に推進するため、評価結果を踏まえ
つつ、VFM 最大化等の各種取り組みを推進するにあたり必要な経費につ
いて要求した。 
（概算要求額 2,002,628 千円） 

31 
不動産市場の整備や適正
な土地利用のための条件
整備を推進する 

【改善・見直し】 
評価結果を踏まえ、不動産市場の持続的な発展を更に推進するため、市
場の整備や、適正な土地利用のための条件整備に向けた取組等について
支援を図るための予算を要求した。 



 

 

なお、地価公示経費については、より効率的に事業を実施するため、分
科会の編成を見直し運営経費の縮減を図り、予算の減額要求を行った。
（概算要求額 5,094,829 千円） 

32 
建設市場の整備を推進す
る 

【改善・見直し】 
○本施策については、以下（１）～（７）のとおり目標達成の度合いを
測定しており、「努力が必要である」との評価をしているところ。 
（１）我が国建設企業の海外受注高 1.5 兆円（平成 27 年度） 
（２）入契法に基づく施策の実施状況（①入札監視委員会等第三者機関
の設置の状況 100％（平成 28 年度）、②入札時における工事費内訳書の
出状況 100％（平成 28 年度）） 
（３）建設工事に携わる技術者のうち技術検定合格者の比率 90％（平
成 28 年度） 
（４）専門工事業者の売上高経常利益率 4.0％（平成 28 年度） 
（５）建設技能労働者の過不足状況（①不足率絶対値 1.2％以下(平成
28 年)、②技能工のＤ．Ｉ．絶対値 30 ﾎﾟｲﾝﾄ以下(平成 28 年)） 
（６）建設関連業登録制度に係る申請から登録処理までの所要日数の低
減率 3割減（44.72 日）（平成 24 年度） 
（７）事業転換を行う建設企業数 5千社（平成 27 年度） 
 
○評価結果を踏まえると、さらなる建設市場整備の推進を図る必要があ
り、そのため、建設金融支援策の強化、取引・契約の適正化・対等化、
成長戦略の担い手としての建設産業の育成等を推進する取組について
支援を図っていく。 
（概算要求額 1,582,263 千円） 

33 
市場・産業関係の統計調査
の整備・活用を図る 

【引き続き推進】 
これまでの統計の見直しを踏まえた現行既存統計の実施に必要な経費
を要求するとともに、引き続き現行統計の調査内容の精査等に係る必要
経費を要求した。 
（概算要求額 603,823 千円） 

34 
地籍の整備等の国土調査
を推進する 

【改善・見直し】 
地籍調査の一層の促進を図るため、地籍調査の前段として、国直轄の都
市部官民境界基本調査及び山村境界基本調査を継続して実施し、地籍調
査を実施する市町村等を積極的に支援する。 
また、民間等測量成果についても、平成 25 年度から追加した国から民
間事業者への直接補助制度の周知や、講習会の実施等により、国土調査
法第１９条第５項の指定制度の更なる活用等を通じて、地籍整備を一層
推進していく。 
（概算要求額 13,334,355 千円） 

35 
自動車運送業の市場環境
整備を推進する 

【引き続き推進】 
 本施策は、トラック運送に係る荷主とトラック運送事業者の望ましい
パートナーシップを構築するための環境整備に係る経費について平成
２１年度より予算要求を行っている。平成２２年度以降については、規
制緩和の影響も含めたトラック運送事業が抱える課題等について、行
政・事業者等の関係者が今後取り組んでいくべき方向性を策定するため
の経費について予算要求を行っているところである。 
 なお、本施策については、平成２３年度の政策評価において、業績指
標の設定方法について指摘を受けたことから、平成２４年度以降の業績
指標について見直しを行ったところである。 
（概算要求額 10,111 千円） 

36 
海事産業の市場環境整
備・活性化及び人材の確保
等を図る 

【引き続き推進】 
海運業における年間の船員採用者の水準については、平成 22 年度、23
年度ともに単年度ベースでは目標見込みを下回っているところ。また、
造船業・舶用工業については、平成 20 年秋以降の世界的な景気の減速
や国際競争の激化により、適正な国際市場環境の整備や産業基盤の強化
が一層必要な状況となっているものの、造船市場の公正な競争条件を阻
害する恐れのある助成措置の割合は低下していない。このため、全体と
しては「努力が必要である」と評価されたところ。 
今後は、ＯＥＣＤ造船部会への参画を一層強化し、造船市場の公正な競
争条件を阻害する恐れのある助成措置の割合の低下に努めるとともに、



 

 

引き続き着実な新人船員等の採用の確保を図る。 
（概算要求額 11,053,999 千円） 

37 
総合的な国土形成を推進
する 

【改善・見直し】 
評価結果を踏まえ、総合的な国土形成を推進するため、国土政策上の課
題の分析や効果的な推進方策の検討、また、大都市における国家的・広
域的課題へ的確に対応していくため等に必要な経費を要求した。 
（概算要求額 2,155,198,014 千円） 

38 

国土の位置・形状を定める
ための調査及び地理空間
情報の整備・活用を推進す
る 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、地理空間情報活用推進基本計画（平成 24 年 3 月閣
議決定）、世界最先端 IT 国家創造宣言（平成 25 年 6 月閣議決定）に基
づき、地理空間情報の整備・流通・利活用を促進するための環境づくり、
ルールづくりについての検討、知識の普及・人材の育成、さらに地域活
性化、防災・減災等に資する地理空間情報サービスの実証プロジェクト
を展開する。 
また、引き続き電子基準点の観測データを安定して取得・提供し、準天
頂衛星を含めた衛星測位システム（ＧＮＳＳ）のデータを活用できるＧ
ＮＳＳ連続観測システム（ＧＥＯＮＥＴ）への高度化を進めるとともに、
地理空間情報の統合的な検索・入手・利用を可能とする地理空間情報ラ
イブラリーを活用することにより、様々な目的で利活用が可能な地理空
間情報の流通及び共用を促進し、地理空間情報の活用推進に必要な環境
の整備を進めるため、上記施策に必要な経費を要求した。 
（概算要求額 7,127,175 千円） 

39 離島等の振興を図る 

【引き続き推進】 
評価結果を受けて、引き続き当該事業を推進することとしたことから、
地元からの要望や離島振興法の改正を踏まえ、事業の推進に必要な経費
を要求することとした。 
（概算要求額 72,174,485 千円） 

40 
北海道総合開発を推進す
る 

【改善・見直し】 
評価結果を踏まえ、「食料供給力の強化」、「安全・安心な国土の形成」
及び「地域の活性化」を重点事項として、基盤整備を進めるとともに、
経済成長や生活向上の大前提となる安全・安心の確保を図るための予算
を要求した。 
（概算要求額 223,446,505 千円） 

41 技術研究開発を推進する 

【引き続き推進】 
技術研究開発の成果をタイムリーに社会に還元していくためには、目標
を適切に設定し、効果的・効率的に実施することが重要である。この観
点から、当該年度に事後評価を実施した技術研究開発課題のうち、目標
を達成した技術研究開発課題の割合を業績指標として設定し、平成２３
年度以降毎年度、８０％以上達成することを目標とした。 
実績値の算定にあたっては、個別の研究開発課題ごとに「目標を十分達
成した」、「概ね目標を達成した」、「あまり目標を達成できなかった」、
「目標を達成できなかった」の４段階で評価し、そのうち「目標を十分
達成した」または「概ね目標を達成した」ものを「目標を達成した」も
のとする。 
（概算要求額 21,939,747 千円） 

42 情報化を推進する 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、引き続き情報化を推進するために必要な経費を要求
した。 
（概算要求額 3,274,618 千円） 

43 
国際協力、連携等を推進す
る 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、国際協力、連携等の取組と我が国企業の海外展開を
引き続き推進するため、各国や国際機関等との連携・調整等を図りなが
ら、相手国のニーズに適切に対応した国際会議、セミナー、研修、調査
等の実施に必要不可欠な予算を要求した。 
（概算要求額 1,545,221 千円） 

44 
環境等に配慮した便利で
安全な官庁施設の整備・保
全を推進する 

【引き続き推進】 
評価結果をふまえ、引き続き官庁施設の整備・保全を推進していくため、
必要な経費を要求した。 
（概算要求額 22,054,676 千円） 



 

 

（３）政策レビュー（総合評価方式） 
①「平成25年度国土交通省事後評価実施計画」に基づき、以下の３のテーマを対象として政策レ
ビュー（総合評価方式）を実施し、その結果を平成26年３月28日に「平成25年度政策レビュー結
果（評価書）」として公表。 
 

№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
不動産投資市場の条件整
備 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、今後、不動産証券化市場の発展に向けて、国土交通
省が講ずる施策の方向性は、以下の通り。 
 
１．不動産証券化市場の透明性の向上 
（１）不動産価格指数（住宅・商業用不動産）の整備 
不動産価格指数の整備について、速報性の向上を図る観点から、不動産
取引から四半期以内の公表を行うとともに、精度向上の観点から、デー
タ分類の詳細化や位置情報の活用を行う。さらに、指数の公表期間の長
期化を図るため、過去の取引データを収集・整備する。 
（２）不動産鑑定評価基準の見直し 
海外投資家から国際評価基準（ＩＶＳ：International Valuation 
Standards）に準拠した不動産鑑定評価が求められる等の動きもあり、
海外投資家に対する我が国不動産投資市場の透明性を向上させるため、
我が国の不動産鑑定評価基準のＩＶＳへの整合性を高めるための見直
しを行う。 
また、不動産鑑定評価基準における事業用不動産に係る規定や価格形成
要因等の充実等の見直しを行い、市場動向を適時的確に反映した鑑定評
価を推進する。あわせて、研修体制や内容の充実等により、実務面にお
いても鑑定評価技術の維持・向上を図る。 
 
２．投資家の裾野拡大のための投資対象の多様化 
（１）ヘルスケアリート 
まずは平成２６年６月末までにサービス付き高齢者向け住宅や有料老
人ホームに係るガイドラインを策定するとともに、モデル事業を実施
し、リート設立に向けた手順等の事例を収集・公表することを予定して
いる。また、来年度後半には病院を運用対象とするガイドラインの作成
等の環境整備も行う。 
（２）ＰＲＥ（公的不動産）に係るリート 
来年度、リートが公的不動産を取得・賃借等する場合の課題等について
整理し、将来的な公的不動産に係るリートの活用のあり方について検討
を行う。 
 
３．耐震・環境性能等を有する良質な不動産の供給促進による地域の再
生・活性化に資するまちづくりの実現 
（１）改正不動産特定共同事業法の活用 
改正不動産特定共同事業法に基づく不動産特定共同事業等の不動産証
券化手法を活用したモデル事業の実施や、地域相談窓口所の設置等を行
うことで、地域において不動産証券化に精通した人材を育成し、特に不
動産証券化手法の利用が進んでいない地域の老朽・低未利用不動産の再
生を推進していく。 
（２）耐震・環境不動産形成促進事業 
平成２４年度補正予算において創設した「耐震・環境不動産形成促進事
業」について、今後とも、民間投資の呼び水となるリスクマネーを供給
するとともに、民間の資金やノウハウを呼び込み、耐震・環境不動産の
形成を促進する。 
また、地域金融機関等と現在締結しているパートナー協定などを活用し
て地域の再生・活性化に向けた取組みを支援していく。 

２ 

人口減少や少子高齢化の
進展と乗合バスのネット
ワークやサービスの確
保・維持・改善 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、人口減少や少子高齢化が進展する今後に向けた乗合
バスに対する支援の方向性として、以下のとおり整理する。 
 
１．地域の特性に応じた最適な輸送手段の選択と地域の主体性に応じた

別添３ 



 

 

柔軟な支援の実施 
地域の協議会が主体的に、支援対象の路線に係る利用動向、コストの動
向、課題等をきめ細かくモニタリングし、その結果を補助の内容に反映
させる仕組みを導入するべきである。また、地域の関係者が一体となっ
て行う乗合バスに係る利用促進の取組みについて、効果的な実施を推進
すべく、具体的な増収効果等がインセンティブとなるような手法の導入
を検討すべきである。 
 
２．バス車両の更新対策の強化 
乗合バス事業者の負担を軽減しながら、地方自治体が積極的な役割を担
う形で、車両の更新を加速させる手法を導入するべきである。 
 
３．観光やまちづくり、福祉、教育等の総合的な観点からの支援の充実
まちづくり等の多様な分野の関係者が連携して一体的に取組みを進め
るため、観光やまちづくり、福祉、教育等の観点も含めた多様な支援策
のあり方について検討する等、地域公共交通の活性化を総合的に推進し
ていくべきである。 

３ 
地理空間情報の整備、提
供、活用 

【改善・見直し】 
国土地理院が取り組む「地理空間情報の整備、提供、活用」に関する施
策は、政府をはじめとする様々な行政機関における業務運営の効率化や
業務機能の高度化等のためにも継続的に実施する。また、得られた評価
結果を踏まえ、長期計画の見直しや今後の施策等へ反映する。 
 
（１）国土の基盤となる位置が正確で新鮮な地理空間情報を責任を持っ
て整備、更新するための体制・予算を確保するとともに、社会のニーズ
変化や行政機関の様々な分野における活用実態等に即した地理空間情
報の施策等を提案し、効果的で継続的な活用の促進を図る。 
また、基準点測量や水準測量等におけるＧＮＳＳを活用した新たな測量
方式の導入を進め、行政機関、民間等の事業の効率化・低コスト化を図
る。 
（２）地理空間情報の一層の活用を促進するため、地方公共団体等との
連携構築や技術支援等に取り組んできたが、すべての地方公共団体にお
ける活用にまで至っていないため、今後も誰もが簡単に取得、利用しや
すい環境を整える。その際、社会情勢やニーズの変化等に対応したデー
タの提供・活用方法等について継続的に改善を図る。 
また、一般に広く提供すべき地理空間情報については、国の安全や個人
の権利利益等に配慮しつつ、可能な限り無償又は低廉な価格で提供し、
基本測量成果等の二次利用の容易化等を推進する。 
（３）産学官での連携やセミナー、シンポジウム等を通じて地理空間情
報の活用促進を継続するとともに、行政機関等の成果の相互利用等への
対応を図る。その際、政府に設置された地理空間情報活用推進会議や全
国単位の地理空間情報産学官地方連携協議会の枠組み等を活用し、人材
育成の実施、国や地方公共団体、研究機関、大学、民間、学界等との連
携強化により更なる活用推進に向けた取組を行い、その成果の積極的な
広報を図る。 
（４）東日本大震災時の対応結果から、災害時に必要とされる様々な情
報を迅速に整備・提供し、その活用方策に関するノウハウの提供等を行
うことで、防災・減災対策における地理空間情報の活用力の向上を図る。
また、今後想定される南海トラフ地震や首都直下地震等に対して、津波
予測支援システムの開発や事前防災に貢献できる地理空間情報の整備、
提供、活用について、関係機関と連携した対応を図る。さらに、防災関
係機関等からオンラインで提供される地理空間情報を集約し、リアルタ
イムで地理院地図上に統合し、被災地周辺の最新地図を提供する電子防
災情報システムの早期構築を図り、国民の安全・安心への期待に応える。
（５）地理空間情報の更なる活用の促進を図るため、一次利用者からの
要望について今後の施策等への柔軟な対応を図る。また、国土地理院の
業務に対する一般的な認知度を改善するために、ＨＰを利用しやすく改
善することや関連行政機関のＨＰに国土地理院ＨＰのリンクを設けて
もらうなど、積極的な連携とともに広報活動の強化を図る。 



 

 

②以下の４のテーマについては、政策レビュー（総合評価方式）を実施中であり、平成 26 年度内
に評価結果を取りまとめる予定。 

 
№ 評 価 対 象 政 策 
１ 環境等に配慮した便利で安全な官庁施設の整備・保全の推進 

２ 水資源政策 

３ 自転車交通 

４ 貨物自動車運送のあり方 

 

  



 

 

（４）個別公共事業の評価（事業評価方式） 
①新規事業採択時評価を実施した個別公共事業〈26 年度予算概算要求時〉 
平成 26 年度予算概算要求に当たって、政府予算案の閣議決定時に個別箇所で予算措置を公 

表する事業を対象に新規事業採択時評価（事業評価方式）を実施し、９事業について「平成26年
度予算概算要求に係る個別公共事業評価書」として平成25年８月27日に、1事業について「平成26
年度予算概算要求に係る個別公共事業評価書」として12月24日にそれぞれその結果を公表。 
№ 事 業 区 分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
港湾整備事
業 

直轄事業 それぞれの事業について、平成 26 年度概算要求に反映した。 

２ 官庁営繕事業 それぞれの事業について、平成 26 年度概算要求に反映した。 

３ 船舶建造事業 それぞれの事業について、平成 26 年度概算要求に反映した。 

４ 
海上保安官署施設整備事
業 

それぞれの事業について、平成 26 年度概算要求に反映した。 

 
②新規事業採択時評価を実施した個別公共事業〈26年度予算に向けた事業（直轄事業）〉 

平成 26 年度予算に向けた評価として、直轄事業等を対象に新規事業採択時評価（事業評価方式）
を実施し、政府予算案の閣議決定時に個別箇所で予算決定された５事業を含め、１事業について
「個別公共事業の評価書－平成 25 年度－」として平成 26 年２月３日に、17 事業について「個別
公共事業の評価書（その２）－平成 25 年度－」として３月 20 日にそれぞれその結果を公表。 
№ 事 業 区 分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 河川事業 直轄事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

２ 海岸事業 直轄事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

３ 
道 路 ・ 街 路
事業 

直轄事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

４ 
港湾整備事
業 

直轄事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

５ 官庁営繕事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

６ 船舶建造事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

 
③新規事業採択時評価を実施した個別公共事業〈25年度補正予算に係る評価〉 
平成25年度補正予算に係る評価として、新規事業採択時評価（事業評価方式）を実施し、評価

結果を公表済みの５事業について「個別公共事業の評価書－平成25年度－」として平成26年２月
３日に、４事業について「平成25年度補正予算に係る個別公共事業の評価書」として２月６日に
それぞれその結果を公表。 
№ 事 業 区 分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 都市・幹線鉄道整備事業 それぞれの事業について、平成 25 年度補正予算に反映した。 

２ 船舶建造事業 それぞれの事業について、平成 25 年度補正予算に反映した。 

３ 
海上保安官署施設整備事
業 

それぞれの事業について、平成 25 年度補正予算に反映した。 

 
④新規事業採択時評価を実施した個別公共事業〈26年度予算に向けた事業（補助事業等）〉 
 平成26年度予算に向けた評価として、補助事業等について、74事業を対象として新規事業採択
時評価（事業評価方式）を実施し、その結果を平成26年３月28日に「個別公共事業の評価書（そ
の３）－平成25年度－」として公表。 
№ 事 業 区 分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 河川事業 補助事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

２ ダム事業 補助事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

３ 
道路・街路
事業 

補助事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

４ 
住宅市街地
総合整備事
業 

補助事業等 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

５ 都市・幹線鉄道整備事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

６ 
都市公園事
業 

補助事業等 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 

７ 小笠原諸島振興開発事業 それぞれの事業について、平成 26 年度予算に反映した。 
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⑦再評価を実施した個別公共事業〈25年度予算（ダム事業）に係る評価〉 
平成25年度予算に係る評価として、ダム関係の事業を対象に再評価（事業評価方式）を実施し、

５事業について「個別公共事業の評価書（ダム事業）」として平成25年７月31日に、５事業につい
て「個別公共事業の評価書（ダム事業）その２」として８月23日にそれぞれその結果を公表。 

№ 事業区分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ ダム事業 

直轄事業等 
平成 25 年度予算に反映した。 
・事業を継続：２件 
・事業の見直し継続：２件 

補助事業 

平成 25 年度予算に反映した。 
・事業を継続：３件 
・事業の見直し継続：１件 
・事業を中止：２件 

 
⑧評価手続中となっていた個別公共事業について再評価を実施したもの 
「平成24年度国土交通省事後評価実施計画」に基づき、評価手続中となっていた個別公共事業１
事業を対象に再評価（事業評価方式）を実施し、その結果を平成25年８月９日に「個別公共事業
の評価書（官庁営繕事業）」として公表。 

№ 事業区分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 官庁営繕事業 
平成 25 年度予算に反映した。 
・事業を中止：１件 

 
⑨再評価を実施した個別公共事業〈26年度予算概算要求時実施〉 

平成26年度予算概算要求に当たって、政府予算案の閣議決定時に個別箇所で予算措置を公表す
る事業を対象に再評価（事業評価方式）を実施し、９事業について「平成26年度予算概算要求に
係る個別公共事業評価書」として平成25年８月27日に、同評価書において評価手続中となった１
事業について「平成26年度予算概算要求に係る個別公共事業評価書」として12月24日にそれぞれ
その結果を公表。 

№ 事業区分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ ダム事業 直轄事業等 
平成 26 年度予算概算要求に反映した。 
・事業を継続：３件 

２ 
空港整備事
業 

直轄事業等 
平成 26 年度予算概算要求に反映した。 
・事業を継続：１件 

３ 官庁営繕事業 
平成 26 年度予算概算要求に反映した。 
・事業を継続：５件 

４ ダム事業 直轄事業等 
平成 26 年度予算概算要求に反映した。 
・事業を継続：１件 

 
⑩再評価を実施した個別公共事業〈26年度予算に向けた事業（直轄事業等）〉 
平成26年度予算に向けた評価として、直轄事業等を対象に再評価（事業評価方式）を実施し、

政府予算案の閣議決定時に個別箇所で予算決定された10事業を含め、359事業について「個別公共
事業の評価書－平成25年度－」として平成26年２月３日に、１事業について「個別公共事業の評
価書（その２）－平成25年度－」として３月20日にそれぞれその結果を公表。 

№ 事業区分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 河川事業 直轄事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：62 件 
・事業を中止：１件 

２ 砂防事業等 直轄事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：23 件 

３ 海岸事業 直轄事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：４件 

４ 
道路・街路
事業 

直轄事業等 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：205 件 

５ 
港湾整備事
業 

直轄事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：50 件 

６ 都市公園事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：２件 



 

 

７ ダム事業 直轄事業等 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：４件 

８ 
空港整備事
業 

直轄事業等 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：１件 

９ 官庁営繕事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：13 件 
・事業を中止：５件 

 
⑪再評価を実施した個別公共事業〈26年度予算に向けた事業（補助事業等）〉 

平成26年度予算に向けた評価として、補助事業等を対象に再評価（事業評価方式）を実施し、3
3事業について、その結果を平成26年３月28日に「個別公共事業の評価書（その３）－平成25年度
－」として公表。 
№ 事業区分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 河川事業 補助事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：４件 

２ ダム事業 補助事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：４件 

３ 
道路・街路
事業 

補助事業等 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：14 件 

４ 
港湾整備事
業 

補助事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：８件 

５ 都市・幹線鉄道整備事業 
平成 26 年度予算に反映した。 
・事業を継続：２件 
・事業を中止：１件 

 
⑫完了後の事後評価を実施した個別公共事業 

事業完了後の一定期間（５年以内）が経過した70事業を対象に完了後の事後評価（事業評価方
式）を実施し、その結果を平成26年３月28日に「個別公共事業の評価書（その３）－平成25年度
－」として公表。 

№ 事業区分 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 河川事業 直轄事業 再事後評価、改善措置の必要なし 16 件 

２ ダム事業 直轄事業等 再事後評価、改善措置の必要なし１件 

３ 海岸事業 直轄事業 再事後評価、改善措置の必要なし１件 

４ 
道路・街路
事業 

直轄事業等 再事後評価、改善措置の必要なし 30 件 

補助事業等 再事後評価、改善措置の必要なし３件 

５ 
港湾整備事
業 

直轄事業等 再事後評価、改善措置の必要なし９件 

補助事業等 再事後評価、改善措置の必要なし２件 

６ 
空港整備事
業 

直轄事業等 再事後評価、改善措置の必要なし１件 

７ 都市・幹線鉄道整備事業 再事後評価、改善措置の必要なし３件 

８ 
都市公園事
業 

直轄事業 再事後評価、改善措置の必要なし１件 

９ 官庁営繕事業 再事後評価、改善措置の必要なし３件 

 

  



 

 

（５）個別研究開発課題の評価 
①個別研究開発課題を対象として評価を実施した政策〈26年度予算概算要求時〉 

新規課題として開始しようとする30の個別研究開発課題を対象として事前評価（事業評価方式）
を実施し、その結果を平成25年８月27日に「平成26年度予算概算要求等に係る個別研究開発課題
評価書」として公表。 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
マルチオペレーション型スマート電車標準電車シ
ステムの開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

２ 
マルチドア対応ホームドアの安全性向上とトータ
ルコスト低減に向けた技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

３ 
新たに開発中の昇降式ホーム柵に係る支障物検知
機能の向上と乗務員運用支援装置の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

４ 
地震時における構造物の共振現象の解明と走行安
全性への影響の研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

５ 
鉄道施設の地震応答を考慮した長周期・長時間地
震動の早期警報の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

６ 簡易な軌道支持剛性評価手法の開発 
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

７ Ｘ線を用いた経年レールの健全度診断手法の開発
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

８ 
高架構造物の常時モニタリング技術の実用化の研
究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

９ 
地域鉄道の運用拡大 フレキシブル運行システム
の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

10 
津波防災地域づくりにおける自然・地域インフラ
の活用に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

11 
リスクマネジメントの観点を組み込んだ維持管理
の持続性向上手法に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

12 
巨大地震に対する中低層建築物の地震被害軽減技
術に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

13 
都市の計画的な縮退・再編のための維持管理技術
及び立地評定技術の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

14 
住生活満足度の評価構造に基づく住宅施策の効果
的実施手法に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

15 
木造軸組図の標準化による住宅生産及び改修の合
理化に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

16 
地震時の市街地火災等に対する都市の脆弱部分及
び防災対策効果の評価に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

17 
戦略的な港湾施設の点検計画策定手法に関する研
究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

18 空港舗装の点検・補修技術の高度化に関する研究
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

19 
広域地殻変動データに基づくプレート境界の固着
とすべりのモニタリングシステムの開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

20 
空中三角測量の全自動化によるオルソ画像作成の
効率化に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

21 
干渉ＳＡＲ時系列解析による国土の地盤変動の時
間的推移の面的検出に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

22 
ＧＮＳＳによる地殻変動推定における時間分解能
向上のための技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

23 
状態可視化点検および構造応答発電センシングに
よる診断技術の高度化 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

24 
鋼床版のデッキプレートとＵリブとの溶接部に発
生する疲労クラックの高精度検査システムの開発

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

25 
変状を伴う老朽化トンネルの地質評価・診断技術
の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

26 
コンテナクレーンの耐震化技術及び維持管理技術
の向上による国際競争力強化の研究開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 
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27 
機上の乱気流事故防止システムに対する信頼性評
価の研究開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

28 
離島の交通支援のためのシームレス小型船システ
ムの開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

29 
海洋鉱物資源開発における交通運輸分野の技術開
発に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

30 
沿道騒音対策策定のためのインテリジェント化さ
れたアコースティックイメージングシステムの実
用化研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算概算要求
等に反映した。 

 
②個別研究開発課題を対象として評価を実施した政策〈25年度末実施〉 

平成26年度概算要求に当たり内容が明らかになった課題を含めた38の個別研究開発課題を対象
として事前評価（事業評価方式）を実施し、平成26年３月28日に「個別研究開発課題評価書－平
成25年度－」として公表。 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
マルチオペレーション型スマート電車標準電車シ
ステムの開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

２ 
マルチドア対応ホームドアの安全性向上とトータ
ルコスト低減に向けた技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

３ 
地震時における構造物の共振現象の解明と走行安
全性への影響の研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

４ 
鉄道施設の地震応答を考慮した長周期・長時間地
震動の早期警報の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

５ 簡易な軌道支持剛性評価手法の開発 
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

６ Ｘ線を用いた経年レールの健全度診断手法の開発
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

７ 
高架構造物の常時モニタリング技術の実用化の研
究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

８ 
地域鉄道の運用拡大 フレキシブル運行システム
の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

９ 
新たに開発中の昇降式ホーム柵に係る支障物検知
機能の向上と乗務員運用支援装置の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

10 
津波防災地域づくりにおける自然・地域インフラ
の活用に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

11 
リスクマネジメントの観点を組み込んだ維持管理
の持続性向上手法に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

12 
巨大地震に対する中低層建築物の地震被害軽減技
術に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

13 
都市の計画的な縮退・再編のための維持管理技術
及び立地評定技術の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

14 
住生活満足度の評価構造に基づく住宅施策の効果
的実施手法に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

15 
地震時の市街地火災等に対する都市の脆弱部分及
び防災対策効果の評価に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

16 非構造部材の安全性評価手法の研究 
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

17 空港舗装の点検・補修技術の高度化に関する研究
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

18 
広域地殻変動データに基づくプレート境界の固着
とすべりのモニタリングシステムの開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

19 
空中三角測量の全自動化によるオルソ画像作成の
効率化に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

20 
干渉ＳＡＲ時系列解析による国土の地盤変動の時
間的推移の面的検出に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

21 
ＧＮＳＳによる地殻変動推定における時間分解能
向上のための技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

22 状態可視化点検および構造応答発電センシングに 評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し



 

 

よる診断技術の高度化 た。 

23 
鋼床版のデッキプレートとＵリブとの溶接部に発
生する疲労クラックの高精度検査システムの開発

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

24 
変状を伴う老朽化トンネルの地質評価・診断技術
の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

25 
コンテナクレーンの耐震化技術及び維持管理技術
の向上による国際競争力強化の研究開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

26 
機上の乱気流事故防止システムに対する信頼性評
価の研究開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

27 
離島の交通支援のためのシームレス小型船システ
ムの開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

28 
海洋鉱物資源開発における交通運輸分野の技術開
発に関する研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

29 
沿道騒音対策策定のためのインテリジェント化さ
れたアコースティックイメージングシステムの実
用化研究 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

30 
液状化対策ドレ-ン/地中熱利用熱交換井のハイブ
リッドシステム 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

31 
コンクリートスラッジの中和剤としての酸性廃水
への用途開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

32 「メゾネットハウス」の技術開発 
評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

33 
解体と恒久的再使用が容易で一般住宅にも応用可
能な木造応急仮設住宅の工法技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

34 
入戸火砕流堆積物（シラス）を利用した建築分野
における次世代型コンクリートの技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

35 
木造家屋解体廃棄物（粘土瓦・ガラス陶磁器くず・
床浚い残渣）の再資源化に関する技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

36 
拡底率 7.29 倍、最大傾斜角 21.1°の拡底部を有す
る場所打ちコンクリート杭の技術開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

37 
住宅等におけるアレルギー対策を目的とした集中
換気システムの開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

38 
耐力の低減を受けない高性能増設耐震壁補強工法
の開発 

評価結果を踏まえ、平成 26 年度予算に反映し
た。 

 
③個別研究開発課題を対象として終了時評価を実施した政策 
研究期間が終了した個別研究開発課題48課題を対象として終了時評価（事業評価方式）を実施

し、その結果を平成26年３月28日に「個別研究開発課題評価書－平成25年度－」として公表。 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
低炭素・水素エネルギー活用社会に向けた都市シ
ステム技術の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

２ 
社会資本の予防保全的管理のための点検・監視技
術の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

３ 
ミリ波・マイクロ波を用いた住宅大壁内の非破壊診
断装置の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

４ 
ライフライン地中埋設管の経済的・効果的な液状
化対策技術の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

５ 
地下水位低下工法と排水工法を併用した既存戸建
て住宅の液状化対策の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

６ 
浅層盤状改良による宅地の液状化対策の合理的な
設計方法の研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

７ 
鋼矢板囲い込み・地下水位低下併用による液状化
抑止工法の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

８ 

周辺道路も含めた既設宅地及び既設インフラの液
状化対策として薄壁改良が可能な自由形状・大口
径高圧噴射攪拌工法による効果的な改良形状およ
び簡易設計手法の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

９ 基礎地盤不飽和化による液状化対策工法の実証的 評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に



 

 

研究 当たり適切に反映する。 

10 
周辺地盤影響の少ない地中拡翼型地盤改良工法の
モニタリング・制御方法の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

11 
津波堆積土砂からのがれき分別と土砂の分級によ
る良質な建設材料の有効利用 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

12 
がれき残渣の有効活用によるアップサイクルブロ
ックの開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

13 コンクリートがらを母材とした CSG の開発 
評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

14 
戸建住宅･小規模建築用地中熱ヒートポンプシス
テムの開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

15 
住宅の環境負荷を削減する先導的評価および普及
技術の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

16 
オフィスの知的創造性を高める省エネルギーサー
カディアン照明・温熱環境制御手法の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

17 
雨水利用壁面緑化による暑熱環境の改善および省
エネルギーの効果を定量化する熱・水収支的評価
技術の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

18 
靭性が高く、軽量で施工がしやすい断熱コンクリ
ートの開発による基礎又は躯体断熱工法の検証と
確立 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

19 
太陽エネルギー利用と蓄電・蓄熱技術を融合した
高自立循環型エネルギー供給システムに関する技
術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

20 
蒸暑期にも有効な超高断熱・高気密住宅（パッシ
ブハウス）に関する技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

21 
個別送風ファンを用いた次世代省エネ型建築・全
館空調システムに関する技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

22 戸建住宅における領域統合システム開発 
評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

23 
二酸化炭素を利用したコンクリートスラッジの再
資源化に関する技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

24 
薄型ＡＬＣパネルのプレカットシステムに関する
技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

25 
改修工事におけるエコ生産のための３次元レーザ
ースキャナーを用いた計測の技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

26 
建築分野における土の高度利用と新構法の研究・
開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

27 
安全安心な建物建設に資する配筋検査システムに
関する技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

28 
鉄骨造建築物の安全性向上に資する新自動溶接技
術の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

29 
湿式外断熱工法外壁に係る火災安全性能評価基
準、及び、燃え拡がりを抑制する施工技術の開発

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

30 
既存ＲＣフレームに合成接合される枠付き鉄骨ブ
レースを用いた耐震補強法に関する技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

31 
中高層建築物の大幅な重量軽減を目的としたプレ
ストレスト集成材床スラブシステムの技術開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

32 
新型ボルトにより補強した木造軸組工法の技術開
発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

33 既存小規模木造住宅の基礎の耐震補強工法の開発
評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

34 地震後の早期運転再開支援システムに関する研究
評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

35 
鋼橋・橋台・盛土一体化による老朽橋梁の再生に
関する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

36 高効率誘導電動機の開発 
評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 



 

 

37 グリーンＩＴＳの研究開発 
評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

38 
３次元データを用いた設計、施工、維持管理の高
度化に関する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

39 
美しいまちづくりに向けた公共事業の景観創出の
効果分析に関する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

40 社会資本 LCA の実用化研究 
評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

41 
住宅種別に応じたエネルギー消費性能評価法の開
発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

42 
作用・性能の経時変化を考慮した社会資本施設の
管理水準の在り方に関する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

43 
物流の効率性と両立した国際輸送保安対策のあり
方に関する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

44 
沿岸域の統合的管理による港湾環境の保全・再生
に関する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

45 
プレート境界の固着状態及びその変化の推定に関
する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

46 
測地観測に基づく地殻活動イベントの検知能力に
関する研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

47 
航空レーザーデータを用いた土地の脆弱性に関す
る新たな土地被覆分類の研究 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

48 
公共的屋内空間における三次元ＧＩＳデータの基
本的仕様と効率的整備方法の開発 

評価の結果を踏まえ、今後の研究開発の実施に
当たり適切に反映する。 

 

  



 

 

（６）規制の事前評価（ＲＩＡ）（事業評価方式） 
規制の新設又は改廃（39件）に係る政策を対象として評価（事業評価方式）を実施し、その結

果を平成25年４月３日、４月４日、６月18日、８月20日、10月23日、11月７日、26年１月31日、
２月10日、２月27日及び３月６日に「規制の事前評価書」として公表。 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
航空法施行令及び航空法関係手数料令の一部を
完成する政令案（２件） 

政令案に反映した。 

２ 
水防法及び河川法の一部を改正する法律案（４
件） 

法律案に反映した。 

３ 
海賊多発地域における日本船舶の警備に関する
特別措置法案 

法律案に反映した。 

４ 
河川法施行令及び河川管理施設等構造令の一部
を改正する政令案（２件） 

政令案に反映した。 

５ 
建築物の耐震改修の促進に関する法律施行令の
一部を改正する政令案 

政令案に反映した。 

６ 港湾法施行令の一部を改正する政令案 政令案に反映した。 

７ 河川法施行令の一部を改正する政令案 政令案に反映した。 

８ 
奄美群島振興開発特別措置法及び小笠原諸島振
興開発特別措置法の一部を改正する法律案 

法律案に反映した。 

９ 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律案 法律案に反映した。 

10 道路法等の一部を改正する法律案（４件） 法律案に反映した。 

11 
地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の
一部を改正する法律案（２件） 

法律案に反映した。 

12 
マンションの建替えの円滑化等に関する法律の
一部を改正する法律案 

法律案に反映した。 

13 
海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律の
一部を改正する法律案 

法律案に反映した。 

14 建設業法等の一部を改正する法律案（４件） 法律案に反映した。 

15 海岸法の一部を改正する法律案（４件） 法律案に反映した。 

16 建築基準法の一部を改正する法律案（９件） 法律案に反映した。 

 

  

別添６ 



 

 

（７）租税特別措置等に係る政策評価（事業評価方式） 

①事前評価を実施した租税特別措置等 
租税特別措置等に係る40政策を対象として評価を実施し、その結果を平成25年８月30日に「租税

特別措置等に係る政策の評価書」として公表。 
№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
試験研究を行った場合の法人税額等の特別控除の
拡充 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

２ 中小企業者等の試験研究費に係る特例措置の拡充 評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

３ 
排出ガス規制に適合した特定特殊自動車に係る課
税標準の特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

４ 研究開発法人への寄附に係る税制措置の創設 評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

５ 
奄美群島における工業用機械等に係る割増償却制
度の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

６ 
独立行政法人奄美群島振興開発基金に係る非課税
措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

７ 
過疎地域における事業用資産の買換えの場合の課
税の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

８ 
土地等の譲渡益に対する追加課税制度（重課）の
停止期限の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

９ 
優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場
合の長期譲渡所得の課税の特例の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

10 投資法人等に係る導管性要件等の見直し 評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

11 
都市機能誘導区域（仮称）外から区域内への事業
用資産の買換え等の特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

12 
誘導地区施設（仮称）の整備の用に供する土地等
を譲渡した場合の譲渡所得の課税の特例の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

13 
空きビルのテナント入替え等を行う場合の地権者
の所得に対する課税の特例の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

14 
都市機能整備管理法人（仮称）に土地等を譲渡し
た場合の特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

15 
三大都市圏の政策区域における特定の事業用資産
の買換え等の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

16 
市街地再開発事業における特定の事業用資産の買
換え等の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

17 
都市再生安全確保計画に基づく非常用発電設備等
に対する課税の特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

18 
外国語対応医療施設・教育施設等の整備や運営を
行う者に対する課税の特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

19 浸水防止用設備に係る特例措置の創設 評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

20 
東京湾横断道路株式会社に係る外形標準課税（資
本割）の課税標準の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

21 
被災者向け優良賃貸住宅に関する割増償却制度
（延長） 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

22 
防災街区整備事業に係る事業用資産の買換特例等
の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

23 
老朽化マンションの建替え等（認定建替事業・認
定建物敷地売却事業）の転出者等の譲渡所得に係
る特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

24 
老朽化マンションの建替え等（認定建替事業・認
定建物敷地売却事業）の施行者である組合の事業
施行に係る特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

25 
既存建築物の改修投資促進のための特例措置の創
設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

26 
復興居住区域における被災者向け優良賃貸住宅に
関する特別償却・税額控除制度（延長） 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

27 
ＪＲ北海道等の資本割に係る課税標準の特例措置
の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 
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28 
一体化法に規定する特定鉄道事業者の資本割に係
る課税標準の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

29 
首都直下地震・南海トラフ地震に備えた耐震対策
により取得した鉄道施設に係る特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

30 
中小企業者が機械等を取得した場合の特別償却制
度又は税額控除制度（中小企業投資促進税制）の
延長及び拡充 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

31 
海上運送業における特定の事業用資産の買換等の
場合の課税の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

32 
バラスト水処理装置に係る設備投資の促進のため
の特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

33 
ＬＮＧ船舶に係る設備投資の促進のための特例措
置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

34 
港湾の整備、維持管理及び防災対策等に係る作業
船の買換等の場合の課税の特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

35 
港湾の民有護岸等（特定技術基準対象施設）の耐
震化の推進のための特例措置の創設 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

36 
大阪国際空港の運営権者が行う環境対策事業のた
めの助成金（国庫補助金とみなす）の総収入金額
不算入等の特例措置の拡充 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

37 
航空機騒音対策事業に係る特定の事業用資産の買
換え等の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

38 
関西国際空港及び大阪国際空港に係る公共施設等
運営権対価の益金認識についての特例措置の創設

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

39 
新関西国際空港株式会社、関西国際空港土地保有
株式会社及び中部国際空港株式会社に係る資本割
の課税標準の特例措置の延長 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

40 
沖縄の観光地形成促進地域における課税の特例の
拡充 

評価結果を踏まえ、税制改正要望を行った。 

 

②事後評価を実施した租税特別措置等 

租税特別措置等に係る23政策を対象として評価を実施し、その結果を平成25年８月30日に「租

税特別措置等に係る政策の評価書」として公表。 

№ 政策の名称 政策評価の結果の政策への反映状況 

１ 
特定住宅地造成事業等のために土地等を譲渡した
場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

２ 
収用等に伴い代替資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

３ 
換地処分等に伴い資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

４ 収用交換等の場合の譲渡所得等の特別控除 
【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

５ 
特定住宅地造成事業等のために土地等を譲渡した
場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

６ 
大規模な住宅地等造成事業の施行区域内にある土
地等の造成のための交換等の場合の譲渡所得の課
税の特例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

７ 
収用等に伴い代替資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

８ 
換地処分等に伴い資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと



 

 

した。 

９ 収用交換等の場合の譲渡所得等の特別控除 
【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

10 
特定土地区画整理事業等のために土地等を譲渡し
た場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

11 
特定住宅地造成事業等のために土地等を譲渡した
場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

12 
特定住宅地造成事業等のために土地等を譲渡した
場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

13 特定の基金に対する負担金等の損金算入の特例 
【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

14 
収用等に伴い代替資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

15 
換地処分等に伴い資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

16 
特定住宅地造成事業等のために土地等を譲渡した
場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

17 
収用等に伴い代替資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

18 中部国際空港整備準備金 
【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

19 
収用等に伴い代替資産を取得した場合の課税の特
例 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

20 収用交換等の場合の譲渡所得等の特別控除 
【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

21 
特定土地区画整理事業等のために土地等を譲渡し
た場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

22 
特定住宅地造成事業等のために土地等を譲渡した
場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

23 
特定住宅地造成事業等のために土地等を譲渡した
場合の譲渡所得の特別控除 

【引き続き推進】 
評価結果を踏まえ、当該措置を継続することと
した。 

 

 


